
６．災害対策機械を派遣
～現場の最前線で早期の災害復旧を支援～



○ H29.7.6（⽊）〜 福岡県東峰村では通信障害によりTV放送で気象情報が⼊⼿できないことから、
衛星通信⾞を派遣し、レーダ画像情報を提供しました。

災害対策機械を活用して東峰村の通信手段を確保



〇 H29.7.17（⽉）東峰村からの要請を受け、国⼟交通省が保有する路⾯清掃⾞、散⽔⾞を派遣し、
道路に堆積した⼟砂を取り除き、良好な視界と安全な道路通⾏を確保しています。

全国の散水車が集結し、被災地で路面清掃などに従事



○ H29.7.６(⽊)〜 豪⾬に伴い有明海・周防灘に流⽊等が流出し、船舶航⾏の安全性を損なう恐れ
があることから、九州地⽅整備局の海洋環境整備船３隻による回収作業を実施。

海上に漂流する流木を回収



○ H29.7.23（⽇）漁業者（福岡有明海漁業協同組合連合会）及び（⼀社）埋⽴浚渫協会と連携し、
整備局の調査観測兼清掃船（海輝、海煌）により浅海域の流⽊を1⽇で約890本回収しました。

漁業者と連携して浅海域の流木を回収



○ H29.8.8(⽕) 東峰村からの要請を受け、国が保有する散⽔⾞で東峰村の学校のプールに川の⽔を
運搬し、約1ヶ⽉ぶりにプールが再開されました。

散⽔⾞により学校のプール⽤⽔を運搬



７．TEC-FORCEによる調査結果を
自治体へ報告



○ H29.7.７（⾦）被災⾃治体の⾸⻑などに被災情報の提供や応急復旧に向けた技術⽀援を⾏うため、
現地で活動するTEC-FORCE・リエゾンを統括する隊⻑として整備局の幹部職員を派遣。

被災自治体に被災情報の提供と応急復旧に向けた技術支援
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TEC-FORCEの調査結果を自治体へ中間報告

○ H29.7.12（⽔）豪⾬災害の発⽣から１週間、TEC-FORCEから原⽥啓介 ⽇⽥市⻑に甚⼤な被害
が発⽣した⽇⽥市管内の河川や道路の被災調査の中間とりまとめを報告。



○ H29.7.18（⽕）⾃治体からの要請を受け被災状況調査を⾏ったTEC-FORCEが、調査結果をとりまと
め、⽇⽥市⻑と添⽥町⻑に報告しました。

TEC –FORCEが被災状況調査結果を報告



○ H29.7.20（⽊）朝倉市、東峰村からの要請を受け被災状況を調査したTEC-FORCEが、調査結果を
とりまとめ、朝倉市及び東峰村に報告しました。

TEC –FORCEが被災状況調査結果を報告



８．改正河川法に基づく
権限代行



○ H29.7.14（⾦）⼩川 洋 福岡県知事が九州地⽅整備局を訪問され、豪⾬被害の迅速な復旧のため、福
岡県が管理する⾚⾕川等の復旧⼯事を、国により代⾏することを要請。

赤谷川等復旧工事の権限代行要請



○ H29.7.19（⽔） 新たに創設した権限代⾏制度を全国で初めて適⽤し、九州地⽅整備局は福岡県
に代わって⾚⾕川などの緊急的な河道の確保に向け、⼟砂や流⽊の撤去に着⼿しました。
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全国初の権限代行制度により土砂や流木の撤去を実施



９．建設業界の活躍



地域の建設業者による流木撤去、道路啓開作業

○ H29.7.６（⽊）〜 地域の建設業者は、被災地域の⼀刻も早い復旧のため、過酷な現場環境の中
で重機による流⽊撤去や道路啓開などの復旧作業に全⼒で当たって頂いています。



○ H29.7.20（⽊）栃⽊県建設業協会から無償で貸与いただいている「⼤型⼟のう簡易制作機」に
より、効率的な⼤型⼟のう制作が可能となり、被災現場の早期復旧に貢献しています。

栃木県建設業協会から大型土のう簡易制作機の無償貸与



その他



○ H29.7.9（⽇）⽯井 啓⼀ 国⼟交通⼤⾂は、豪⾬で被災した朝倉市、東峰村、⽇⽥市の復旧⼯事
や道路啓開の現場を視察したほか、被災⾃治体の⾸⻑と意⾒交換を⾏いました。

石井国土交通大臣が復旧工事、道路啓開現場を視察



○ H29.7.12（⽔）安倍晋三⾸相が、花⽉川のJR橋流出箇所の被災状況や東峰村の道路啓開作業、
通信確保の取組を視察。

安倍首相が被災箇所を視察



○ H29.7.6（⽊）〜 九州地⽅整備局では、ホームページやSNS（Facebook,LINE@,YouTube）
を積極的に活⽤して、被災情報や復旧に向けた活動情報を発信しています。

ホームページやSNSを活用した情報発信


